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第9章 学校機能の停止と

再開までのプロセス

ことながら， 今次的太農災では阪神・淡路地区の多く

一時的に停iとした‘ 激農地では， 地震発生後， 最初比児童の畳校を{起す

日」を実施するまでlか月を要した学校もある， 機能停止の要国には， いうま

でもないことで辻ある

( i )学校施設が講造的に，また -備品などの点で， 機能的なダメージ

っfこ;

〈註)地域社会が大きな被災後し，生活場所を失い，また辻肉親に人的な被害

がでるなど， 1足意・生徒の{躍に学校に設校する条件が整わなかった;

(ili)鼓神地認さ争議にわたって交通機関が寸断され，

支障があった;

(iv)竃気・電話・上下水道・ガスなどのいわゆるうイブラインも阪神・

路地区で大きなダメージ接被 り， 学較の機能再開に少なか主

fニ;

(v)激緩地の多くの学校施設は地域柱民の避難所として機能し， 一時的に

かな り多くの避難者与を収容する事態となった. このことは， 学校の機能正

常化に非常に大きな影響を与えた;

などの諸点があげられる.

以下に， 学校機能の停止とこの再開までのプロセスまでを振ワ返ってみる.

9.1 i学校機能自誼までのプロセスの概要
機能回護までのプ口セスは， 激震地中央の学校と路辺部で被害が少なかった

学校とは， 自ずとその様相は異なる， 本欝では， 激震地中央で， 地域社会的混

乱も相当程度見られ， かっ多くの避難者が学校に身を帯せたケース吾対象とし

て， その実態を大まかに轄躍す主筆者らの現地におけるヒアリング調査， 資

料収集調査などに基づき， これ ちを概念的に整理したものが表9.1である. こ

251 



第H部 避難所としての学技

表9.1 学校機能の停止と再開，正常化までのプロセス概念国

社会的状凱 避難所機能 学校機能
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1/17 7: 45教職員歪IJ巷 開錠・体育館は生民がすでに開錠
8 :布教頭{也職自壁校 校舎内点機

※ 対策本部へ水・金料・毛布などを要請
瀦 昼には体背館が一杯lこなる

21 : 10区役所パナナ ・パン300 · ソーセージ200の拝
23 : 45ラジオで市教委より18日体技の指示

学校宿泊職員 校長・教頭・教員2名

1 /1悲 5 : 50区対策本部のオニギリ360 · ウーロン茶180出ち
7 : 30避難者30名と思へ毛布150者取りに行く

13 : 00援対議本部よりパンとミカン
様 教韓国がグラウンドに橋皐トイレ投聾

16 :∞区本部かち弁:::r3 300・茶3∞ 17 : 30掛敷毛あ80セ
20: 00用務員の需話の援護!日工事完ア

学校寝泊識見臨時から引き続き4名

1 /19 業職員が各家厩を訪問して大半の生徒の安否を撞認、
給水車〈岡山車)が到着2tの水をrニールに構蓄
避難者名薄地ぼ記入完了・貌かち�職員 2名が詰める
炊き取し開姑・食韓は誌から8 : 40・17 : 0むの2度配給
o : 00に体育館の梓需解消

学校摺拍議員 教員3名

1 /20 遺体安躍・医師と者護婦が来校し診療
広島市水道路ぬ給水車到着

ら避難者への鵠連絡(牛.活Jレール等)
1/22 ボランティア来校
1/23 電気・建立話が諜10 ·神戸市内の学校再開

共間病院の医舗来校
1/30 A擬撲の脇日投稿("""'4/26) 
2月当初 避難者の珪分け・縦長を決める
2/01 3年生登校0.2年生は2/6，-.，..，)水道が複i日
2/06 控業をT存関
2 /22 鶴j櫨の特別教室糠の解捧工事はじまる
3/14 卒業式:認消飴害防災コミュニティセンターにで
3/31 ボランティアが引き上げる

4/07 ガスが復旧する
新年度よち正規控業を開始
4/11 入学式: I詰災コミュニティセンターにて
5月より舟治会組織として独立運営

8/25 街l車業務の打ち切り
8/29 避難者が待機所へ替動し避難所解揖

10 Ji プレハブの特別教室む建設

第9主主 学校i機能の停止と再開までのプロセス

役所と連絡・避難者の対応
諮気・ガスがすぐに複!日

教鞍員1名

教職員l名
外部の対応が中心

数日後には議難所解消

1 /19 ピラ壱配り見童の安晋を鶴認

※ 宿直しない教員は各自の判断で
他設の支援に甘く

1/22 水道が復|諮
1/23 登校日 出席見童90%

宿泊教職員を2名に
1/24 午前中の3時限的捜業

楽 授業再開後も他校の文畿を続する
※ 的校からの転入生40名

2/27 簡易絵食・午前中4時限の按業
3/06 高学年のみ5時限む授業
3/24 卒業式:棒宵酷で例年通り実麹
3/末 学校指泊職員 教職員1名

新年震からの宿誠業務打ち明り
開

4/11 入学式:体青館で鶴年j爵与実擁
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こでは， 機能再開・正常化までのプロセス哲三大きく次の4設!曹に分けてみた.

( 1 )生命接部期:地震発生-38後

突然む災害に見舞われた阪神・淡路一帯では一時的に地議社会が大溢乱をき

たし， 生活もままならない状態であった. なによ り地麗ιよる寵接的被寄で家

屋啓i壊のうきめに遣うったち， 地域が大火災にみまわれるなど， 身の安全を確保

L， そして生きるためり水・ るのが精一杯の時期であった，

こうした状抵のなか， 学技施設には地場住民が続々とつめかけ， これに対し

て学校側も避難所として地職住民奇受け入れることになる. 辛うじて出勤Lて

きた教職員は二次災害訪止のために擁設の安全確保を行うが， けが人心処置や

71<・金料の確保など詰めかけた避難者への対応、ι追われ， 不眠不休の支援活動

した. 混乱した状況のなかでは， 気にiまな りつつ

も京 り組めない状況にあったようである.

(2)生活確保期:3日後'-"'1週間後
地震発生からえ3日後には， 7.主や食糧も手にはいるようにな り， 避難者間身

寄取 り民しつつあった. ボランティア活動も本格化し， 食糧も質的

な側面はともかく盤的には安定して供給されるようになったことで， ある程量

れるように江った時期であった.

· :x軍営も全体安見揖えて行えるようにな与， 日時に学校機能と

の調整もと込れ， 児童ゅ 学校再開の準備も進められ

ていった脅 また， 不眠不休の支援活動を続けていた教職員もようやくー患つけ

るようになった時期でもあった.

この時期む後半から， 避難所におけるインフルエンザ事 風邪の流行の危険性

とこれへの対応の必揺性が指捕されている.

(3)機能再開期: 1運間後r-.J3月

地震発生から1遊間から10日誌ど経通する頃iこは， ある粍疫の生活も

され， しだいにまわ りのことにも日が同くようlこなる. 家の再藷のこと， 今後

の生活のこと， 仕事のこと， そして学校も再開に向かつて本格的ι動議iまじめ

る時期である. 多くの避難所となった学校では， この時期に昌治組織がつくら

れ， 避難者自身も日立の動きが目立ち始め， 教職員もそれを機に学校業務に専

きるようになっていた. そして， ようやく ちを学校に集め，

動も再開されていった.

その後ライブラインが護旧し， 社会全体も;機能しiまじめ， 避難者も親類や知

あるいは応急援設住宅へと避難所を滋出する人が徐々に増えた鱒

今返ると， この段階の早期に監控・福祉的な援助の手だてが必要でお

た とくに， 高齢者や酪害者への手浮い援護や福祉的対応， また心理的なダ

メージを骨けた方がたへの請神・心理的なケγなどである.



常校機能の静止と再謁までのプロセス

(4)正常化:4月上部--8月

学校が新年度を油え， ボランチィアも学生が多かったことからこの時期を犠

に減少し， 避難者吾身も日与の力で生活を取り現そうとする正常化の時期であ

る雀 避難者の退出により避難所も徐々に解消され， 学校鶴も教脊活動を中心に

取り組み， 麗災前と同様の撹業が再開されつつあ

遊難所閉鎖となった8月20 Bを

役割長終え， 学較としては物理的iこ

fこ，
ほとんどの学校が避難薪としての

第9章

いfこった‘

学校施設とライフライン9.2 

-上下水道・がスなどのいわゆるライフ被災地全域にわたって，

た. 寸断されたといってもよい状況であった.ライン

また， 学校外部c::o)途絶の

たとえば，ほか， 校内のライフライン損傷による機能停止もある.

・ 破揖， 校内での水道管や ガス管の援裂・

ることになる奪もこれら

どである.

1 . ライフラインの復i白状況と謹業再開
図9.1は， 神戸市内

ンの復問状況を見たものである樋

の禅問状況とライフライ(主主稚園・
より比較

ことがわかる.

この中で上下水道の譲 旧
に気付く. たとえば便所の使用， 手洗い， 学校給食の実施など，

に水道の護i日が大きな判断材料のひとつになることをうかがわせる.

神戸‘市の科小学校につし

とうイフライン復田との関係を関9.2 tこ示した.

それぞれについて被災の概況

ガスの護旧がとくに遅れているついで水道が箆旧し，しており，

とがおおむね一致していること

アン

プ口セスケート
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神戸市学校醤の再開状況とライフライン

の復i白状抗

〔神戸市教育委員会
γ室長神・技蕗火箆iKと神戸の学校教青jより〕

でのプロセス
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第H部 避難所としての学校

地震先生後の経過日数/日
避難者の居住無被害のライフライン
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2. 曜 占=
R 

中jゃにおよそ100万戸が停電したと報告されてい

る. 神戸の選は暗関と化していたが， 電気の後i日は泣かのライフラインに比べ

上誌がつめかけていたため，

バッテリ よ

ほとんどの学校が停喧しているが， 応

多数の学校が避難所として利用され地域住

iこ手配がされたためと思われる，

なされていたようである.

した援に問題となったのが， る. 大勢の

した学校寸iま， 各家躍がもち込んだ電完ポット

用iこよち， たびたび宥量をオーバーしてブレーカーが落ちる事態が発生した.

このことを見越してふだんか

むつかしいと思われるが， たとえば緊急的に容震を上げることのできるシステ

ムを考えておくなど， 一考の余地がある.

3. 瞳 話
28万50∞回績が不通になった. よる回線の物理的被害による不通よ

りも， しでかかちにくくなってい

たことのJらぬま多く， き っていくこともあっ

たようでおる. 電話がかかってきた件数は通常の37告にも践杓上がったが， こ

のうち実際にゥながったのは通常の2， 3告程度だったといわれる.

とする電話機は体需になると捷用できないため， 回線の被害がなくても捷えな

くなったケースも多かったようである.

ヒアリングに現地をまわっていて. 0下のような印象深い話壱聴いた. 停電

で， 当部、電話機は使えなくなった. 倉庫にi日いダイ7)レ式の黒電話があること

を思い出した用務員さんがこれを持ち出し， 電話端子のジャックに繋いでみた

ところ， 意タいこ過じたとのことである. 控利さを求め高度化する技能iふ こう

した非常時に意外にもろいという教主11告示唆しているような気がする.

言語の応急復i日は比較的単し仮設電話の設置などによって多くの学校では

1週間後には竜話が使用できた. とくに避難所として利用された学校では擾先

され， 連絡の拠点としても活躍した.

ι 水 道
は約100万:戸でイ共給がストップしてしまい， 人びとは告や自

動薮売機のスkを買い求め， そして救援物資の水を待つしかなく，

の次であった， また， 神日事長田区など数か所で火災が発生したが， 摺火用の
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水さえもなく， 家々が燃えていくのを黙って見ているしかなかった，

彼II:Hこはおよそlか月の時間場製しており， 西宮市や問嵐市ではとくに彼旧

し允ょうである. 被慢の大部分が配水特の断純・摘イ舗である.

学校避難所において給水が途絶えてから;最初の3日間は飲み水の不足が縄刻

であった. 3日ほどを経過すると， 多くの地域で自衛隊の給水車や救援物資の

水が食料とともに届けられ， 多少落ち着きを取り戻している.

飲料水の供給が安定してきてから るが， プー lレに71<

していたとのことで、あてあっ そ

る帽

避難所となった学校では， 便所用水の問題が当初たいへん深刻であった. 排

t世物が詰まって流れなくなり教職員がこれを掃除しているが， それでも間に合

わなくなるとグラウンドに縄張掘り， 応急の仮設便所としたなどの事例があっ

た. その後， プレハブ式のトイレユιットが金悶から刷けられるが，

るまでに4，5日を要している.

地域の避難拠点としてみた場合， 学校にはある程度の水を貯めておける受水

槽の設置やプールに水を張っておくなどの生活用水締保の手段は重要となろ

う. また， 井戸を拙っておくなどの対策もむ効かもしれない.

5. ガ ス

約86万世帯でガスの供給が停止され，完全種旧までにはおよそ2か月，遅い

ところでは3か月もかかっており， 復旧作業の困難さがうかがわれる.

スが必要となるのは学校給食が主であるが， 灘難者のための救

としてプロパンやカセットコン口などが地られてくることがあって

学校給食の再開のためにはガスの完全能旧が前提条件であり， 懐旧までには周

辺地域と同様に2，3か月の時聞を要した.

ガスは必要に応じて代用品でまかなうこともできるが 2次災害に対する備

ある. しかしながら供給停止の期間はきわめて長期にわたるた

らの供粕骨プ口パンの供給比切り替えられるシスチム告考えるな

ど， 改善策が望まれるところである.

9.3 授業再開・機能正常化までのプ口セス

予イブラインの地純のほか， 学校施政が地域住民の避難場所とし

ことも， 学校の機能正常化lこは大きな阻害要因lこなっている. この避難所とし

ての学校の果たした役割につ いては， 次章以降で詳し く ふれる こ ととし， ここ

では， 学校の授業正常化までどのようなプロセスをたどったかについて， 概要
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題9.自 学校正常化までc:DO数

者整理しでみる. 堕9.3に， アンケート

ザコ るようになるま した

ち， 神戸市の各小学校に

しである拳

1. 授業正常化法でのプ口セス

授業正営化までのプ口セスには， 以下めような段階がある.

( 1 )登校丹

-生徒を学校に集め， 安否を確認する日. この設校H

で実施できなかった学較もあ り， この場合， 先生が1軒

て， 安吉櫨認を行ったケースも少なくなかったようである.

した日数の各校の実態を陸9.4に示した

初めての在校H以降， 短時間のしかもクラスや学年に必ずしもこだわるない
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農9.2 学技再開に制約条件となっ

再開への制約事展

教職員の通勤が閑難

71<.-食料の確保が困難

教職員の護労

電気・ガスの停11:

登F校の安全確保

臆設設備の安全種保

避難所連常等の負祖

逮捕埴への避難生徒

会議等の部損の不足

教材・教異の不足

教科書の不足

非避難所ー校

81ι% 64町2%

63.9 33.6 

60.8 31.6 

51ι 20.8 

52 . 9 15.1 

45.4 26告

55.6 2.0 

51.4 6.8 

43.3 9.4 

44.5 2.0 

28.5 5.9 

22.8 0.9 

18.6 0.0 

教えるべき事項 7.4 1.7 

〔神戸市教育委員会 駁捧・淡路大震災と神戸の学校教育jより)

表9.3 いろいろな授業形態

形 式 慌 碧

クラスの再編成 40入学粧をJ意識の外ιおいて， 1学級45入・50人の学級も

考え， 学年全体の学経組成を留る.

ーよ部捜業 午前・午後といった分サ方による二部授業， 学年iこより

帯が同定することのないようにローテーションを寵J醸する‘

隣綾校等との連携による 学年別に分散する15法， 地域によって臨時校区を設定する

分散授業 五法等が考えられる. 絞種にこだわちず相互利用も考える.

校話内の施設の利用 校沢内に遥当な施設があれば一時借用し学年単位，学級単

桂などで指導する，合的措設の場合には市教霊も協力する.

・原タもの酢掲 学年・学級のローテーションによち， 教電・轄外をフルiこ

活用してむ指導をて夫する. この場合， 麗外にテントを設

常することなども考えられる.

教室・特別教室等の詳用 授業では教室でと い う こ とではなく ， 校内の空いている部

盟を全て活用して指導する. そむ際， 学経単位せなく， 学

年単位・2クラス合評などでの指導も工夫する.

{散布・他府県越設の利用 他市・他府誌か込神戸捕の子供述壱預かつてもいいという善

惑の 申 し 出が多数 あ り ， ひと つ の方法と して考え られる.

〔神戸市教宵委員会 r阪神・披路太震災と神戸の学校教宵Jより〕

臨時的授業活動が髄時行われた 出!詰率がきわめて抵かったり， 教職員スタッ

ブが掻業に専念できる態勢が幣わなかったり， 避難者の居住のため捜業場所が

なかったり， などさまざまな要問がおる. それでも， とちあえず子供たち

校へ通い， 先生や友達と顔を合わせる機会をつくることは， 大きな精神的支え

になるので為る. した 9.5 した，
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第9章 学校機能の停止と再開までのプロセス

(3 )短縮授業

臨時の態勢から，しだいに定期的な短縮控業が開始され，軌道に乗ってくる.

これも 1，2時間器震の規縮技業， それもクラスや学年ごとでなくしばしばこ

れらを統合したものか品開始され， そむ後， 3，4時間， 5，6時間などとしだいι

されてくる. この間， 避難者の学校居誌のため， 教室が足りず校外施設を

りる形態なども一部ではみられた

この間さまざまな制約があったが， その内容は表9.2 �こ示すようなものであ

る岳 また， 通常時と違い校外施設の使用などさまざ、まな形態の授業が試みるれ

ているが， その額Z肢が表号.3

くつかを整理して示した，

(4) 

れている. 表9.4�こ， その具体的事例のい

クラス単位山フノレタイムに近い控業が行えるようになった時点、をもっ

とすると， それまでに要した日数の実態は関9.6に示すとおりである. 3 

か月を要している学校も多く， 新学期になってやっと学校が正常化したことを

している. ζの誌とんどが避難所機能と同居のうえでの正常北である.

2. 卒業式， 入学式の撞行

摺9.7は， グラウンドで卒業式を鑑している光景で為

る. 中学校の卒業式， 人生の想い出に残る一ページであ

る. 体育揺が壊れたわけでなく， 大勢の人びとの避難語iこ

なっていたため， やむをえずグラウンドでの挙式となっ

た. 東立っていく生徒たちφ絢中はいかばかりであったろ

う. 胸をうつ光景である.

この事倒のように，

きな彰響を受けた. アンケート よる

まとめた.

9.5 �こ
陸9.7 グラウンドで卒業式が行われた

[口絵筆き照]

避9.5 人学式， 卒業式の催行状況

入学式 卒業式

居住なし居住あり 合計 居住なし居住あり 合計

例年通り(体育館〕 99 56 155 112 52 164 

体育鯨(避難者が移動〉 。 13 13 。 7 ? 

向校 校告内(教室等) 9 10 10 11 

告校露外 。 7 7 。 10 10 

学外施設 2 12 14 2 6 8 

合 許 102 97 199 115 85 200 
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9章のまとめ

直後の大混乱期から徐々に地域社会が落ち 替きを取り戻すまで， そし

まで， そこには自ずといくつかの段階牲がある. また， 学校の機能が正常化さ

れるまでにも持段階かのステップがある. 本:事では， 学校機能回後までのス

テッブとして， く生命確保期 生活確謀期〉く機能再開題〉く正常化〉の4

段階に分けて， その問題点を掠った. こうした， 機龍停止かち機能再開・正常

化までねプロセスの段階性について的確な知昆をもつことが大切であると

る. また， ライフラインの述絶や避難所としての利用が， 学校の機能正常化の

よきな阻害要肉であること告述べた.

今次の大震災の教習Hとして， 学校施設に多くの災害対策物品の備蓄を行って

おくべきであるとめ論説が， その後流布することになった. これは正しくもる

り， また一部無定見な誤解に基づく点もある. 上述のように牛品命確保期

らせいぜい3，品目目までであ与， この期め後半に ら緊急物

き始めている. 今次の大震災のようなインナーシティ部に

盟定された昂部的大災害には， 比較的早期に援助ー救援の手が思くことが教訓!

として得られた. 災害備蓄には. [主後の2， 3日間を持ちこたえるために必須の

物資壱優先的に考えるべきで島るし， 全国から集まり案積される撰動物資の効

率的な配事・流通システムが非常に大切なことも， 荘、れてはならない.




